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タ
イ
の
政
治
は
、
好
調
な
経
済
を
尻
目
に
、
混
乱
を
き
わ
め
て
き

た
。
二
〇
一
一
年
七
月
三
日
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
は
、
政
治
の
安

定
に
寄
与
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
国
王
陛
下
を
元
首
と
す
る
民
主
主
義
体
制
」
の
危
機

　

混
乱
が
長
期
化
し
て
い
る
の
は
、
王
室
を
担
ぐ
勢
力
、
つ
ま
り
負

け
な
い
勢
力
が
脱
民
主
化
闘
争
と
い
う
勝
ち
目
の
な
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
国
王
（
一
九
二
七
年
生
ま
れ
、
四
六
年

即
位
）
は
、
軍
事
政
権
を
打
倒
し
た
七
三
年
一
〇
月
一
四
日
の
政
変

で
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
た
。
こ
の
政
治
体
制
は
、
公
式
に
は
「
国
王

陛
下
を
元
首
と
す
る
民
主
主
義
体
制
」
と
呼
ば
れ
る
。
国
王
は
象
徴

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
首
相
と
権
力
を
分
有
し
、
最
高
の
権
威
と

し
て
政
治
上
の
重
要
事
に
関
与
す
る
。

　

首
相
と
の
関
係
は
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
国
王
の
上
位
が
明
確

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
は
政
治
の
民
主
化
、
他
方
で
は
王
室

の
危
機
に
伴
っ
て
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
変
化
し
て
き
た
。
九
〇
年
代
に

首
相
が
民
選
議
員
に
限
定
さ
れ
、
地
方
分
権
が
始
ま
り
、
選
挙
制
度

改
革
で
投
票
が
人
物
本
位
か
ら
政
党
本
位
へ
変
化
し
た
。
こ
う
し
た

民
主
化
の
波
に
乗
っ
た
タ
ク
シ
ン
は
、
二
〇
〇
一
年
総
選
挙
で
提
示

し
た
政
権
公
約
を
実
行
す
る
こ
と
で
人
気
を
獲
得
し
、
タ
イ
政
治
で

は
前
例
の
な
い
強
い
指
導
力
を
発
揮
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
王
室

は
国
王
が
年
齢
を
重
ね
て
病
気
が
ち
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
君
主
の

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
研
究
科
教
授

玉
田
芳
史

た
ま
だ　

よ
し
ふ
み　

一
九
五
八
年
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
修
士
課
程
（
政
治

学
専
攻
）修
了
。
法
学
博
士
。
愛
媛
大
学
法
文
学
部
助
教
授
、

京
都
大
学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
な
ど
を
経
て
、

二
〇
〇
五
年
よ
り
現
職
。
著
書
に
『
民
主
化
の
虚
像
と
実
像

―
タ
イ
現
代
政
治
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
』
が
あ
る
。

安
定
を
妨
げ
る
王
室
の
政
治
利
用

タ
イ
は
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
政
情
不
安
定
に
陥
っ
て
き
た
。

し
か
し
そ
の
対
立
構
造
が
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

タ
イ
の
王
室
、
政
党
そ
し
て
軍
の
動
き
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

政
情
不
安
定
の
原
因
が
見
え
て
く
る
。

総
選
挙
後
の
タ
イ



103

絶
大
な
権
威
が
法
律
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

王
位
継
承
に
よ
っ
て
君
主
と
首
相
の
関
係
は
劇
的
に
変
化
し
か
ね
な

い
。
王
室
に
と
っ
て
強
い
首
相
と
弱
い
君
主
の
取
り
合
わ
せ
は
好
ま

し
く
な
い
。

　

そ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
方
法
の
一
つ
は
、
首
相
を
さ
ほ
ど
有

能
で
は
な
く
、不
人
気
で
従
順
な
人
物
に
交
代
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

タ
ク
シ
ン
を
批
判
す
る
勢
力
が
二
〇
〇
五
年
に
登
場
し
、
翌
年
に
入

る
と
黄
シ
ャ
ツ
（
民
主
主
義
の
た
め
の
国
民
連
合
）
を
結
成
し
、
タ

ク
シ
ン
政
権
の
退
陣
を
迫
り
つ
つ
、首
相
更
迭
を
国
王
に
請
願
し
た
。

し
か
し
、
辞
任
さ
せ
ら
れ
ず
、
選
挙
で
勝
て
る
見
込
み
も
な
い
た
め
、

王
室
支
持
派
は
ク
ー
デ
タ
に
訴
え
た
。
そ
し
て
、
タ
ク
シ
ン
の
資
産

を
凍
結
し
、
与
党
タ
イ
ラ
ッ
ク
タ
イ
党
（
Ｔ
Ｒ
Ｔ
）
を
解
党
し
、
選

挙
制
度
を
改
革
し
て
、
復
権
阻
止
を
図
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
〇
七
年
一
二
月
の
総
選
挙
で
は
、
タ
ク
シ
ン
派
が
再

び
勝
利
し
た
。
そ
こ
で
、
黄
シ
ャ
ツ
は
首
相
府
や
国
際
空
港
を
占
拠

し
て
政
権
に
退
陣
圧
力
を
か
け
、
他
方
で
軍
隊
や
裁
判
所
に
決
起
を

促
し
た
。
裁
判
所
は
料
理
番
組
出
演
を
理
由
に
サ
マ
ッ
ク
首
相
を
失

職
さ
せ
、選
挙
違
反
を
理
由
に
与
党
を
解
党
し
政
権
を
崩
壊
さ
せ
た
。

間
髪
を
容
れ
ず
陸
軍
が
政
党
政
治
家
に
働
き
か
け
て
多
数
派
工
作
に

成
功
し
、
民
主
党
へ
の
政
権
交
代
を
実
現
し
た
。
〇
八
年
一
二
月
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

〇
七
年
に
結
成
さ
れ
た
赤
シ
ャ
ツ
（
独
裁
に
反
対
す
る
民
主
戦

線
）
は
、
〇
九
年
と
一
〇
年
の
四
月
前
後
に
首
都
で
大
規
模
集
会
を

開
い
て
、
ク
ー
デ
タ
を
糾
弾
し
総
選
挙
の
実
施
を
要
求
し
た
。
軍
隊

は
〇
八
年
の
拱
手
傍
観
と
は
対
照
的
に
、
実
弾
を
用
い
た
掃
討
作
戦

を
展
開
し
、一
〇
年
に
は
タ
イ
現
代
史
上
最
多
の
死
傷
者
を
出
し
た
。

政
府
は
赤
シ
ャ
ツ
に
王
制
打
倒
を
企
む
テ
ロ
リ
ス
ト
と
い
う
烙
印
を

押
し
、
責
任
を
取
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
先
例
に
反
し
て
、
王
室

も
発
砲
の
制
止
や
責
任
者
の
処
罰
に
乗
り
出
さ
な
か
っ
た
。
失
望
や

怒
り
の
ゆ
え
に
、
赤
シ
ャ
ツ
の
支
持
者
は
激
増
し
た
。

与
党
勢
力
の
諸
工
作
を
覆
す
結
果

　

今
回
の
総
選
挙
は
、
一
二
月
の
下
院
任
期
満
了
よ
り
も
半
年
ほ
ど

前
に
実
施
さ
れ
た
。
与
党
民
主
党
と
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
野
党
の
一
騎
打
ち
で

あ
っ
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
は
Ｔ
Ｒ
Ｔ
解
党
後
結
成
さ
れ
た
二
代
目
政
党
が

〇
八
年
に
解
党
処
分
を
受
け
た
た
め
、
三
代
目
の
プ
ア
タ
イ
党
で
あ

る
。
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
は
野
党
と
は
い
え
民
主
党
よ
り
も
議
席
数
が
多
か
っ

た
。
与
党
の
民
主
党
は
勝
算
が
乏
し
い
た
め
赤
シ
ャ
ツ
の
総
選
挙
要

求
を
頑
な
に
拒
ん
で
き
た
。
そ
れ
が
解
散
に
踏
み
切
っ
た
の
は
、
年

末
ま
で
に
は
実
施
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
早
々
と
三
月
に
予
告
す
れ
ば

赤
シ
ャ
ツ
の
四
月
集
会
を
阻
止
し
う
る
、
選
挙
対
策
で
勝
算
が
出
て

き
た
、
と
い
っ
た
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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選
挙
対
策
と
し
て
は
、
第
一
に
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
以
後
政
府

職
員
の
給
与
引
き
上
げ
、
最
低
賃
金
の
二
五
％
引
き
上
げ
、
庶
民
へ

の
低
利
融
資
、
公
共
料
金
の
無
償
化
な
ど
の
気
前
の
よ
い
利
益
再
配

分
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
い
た
。
第
二
に
、
一
一
年
に
入
る
と
憲

法
を
改
正
し
て
選
挙
制
度
を
改
革
し
た
。
民
主
党
は
前
回
の
選
挙
で

比
例
区
で
は
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
と
ほ
ぼ
互
角
で
あ
り
、
加
え
て
今
回
の
Ｔ
Ｒ

Ｔ
系
は
比
例
区
名
簿
第
一
位
の
首
相
候
補
が
未
定
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
民
主
党
は
比
例
区
で
は
有
利
と
い
う
読
み
が
あ
り
、
中
選
挙

区
四
〇
〇
、
比
例
代
表
八
〇
を
、
小
選
挙
区
三
七
五
、
比
例
代
表

一
二
五
へ
変
更
し
た
。
第
三
に
、
民
主
党
が
弱
い
地
域
で
は
、
〇
八

年
一
二
月
に
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
か
ら
分
離
し
て
政
権
に
加
わ
っ
た
友
党
に
期

待
し
た
。
内
相
ポ
ス
ト
を
与
え
ら
れ
た
同
党
は
、
内
務
官
僚
の
人
事

異
動
、
地
方
自
治
体
へ
の
補
助
金
や
中
央
政
府
事
業
の
箇
所
付
け
を

利
用
し
た
自
治
体
へ
の
圧
力
で
、集
票
マ
シ
ー
ン
の
整
備
を
進
め
た
。

　

し
か
し
、
五
月
に
国
会
が
解
散
さ
れ
る
と
、
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
は
タ
ク
シ

ン
の
妹
イ
ン
ラ
ッ
ク
を
首
相
候
補
と
し
て
擁
立
し
た
。
家
業
を
手

伝
っ
て
き
た
四
四
歳
の
女
性
実
業
家
で
あ
る
。
政
治
家
と
し
て
は

ま
っ
た
く
の
素
人
で
あ
る
。
新
風
は
強
い
追
い
風
に
な
っ
た
。
陸
軍

総
司
令
官
は
選
挙
戦
さ
な
か
の
六
月
一
四
日
に
テ
レ
ビ
に
出
演
し
、

名
指
し
を
避
け
つ
つ
も
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
と
赤
シ
ャ
ツ
を
批
判
し
、
王
室
へ

の
敬
愛
の
強
い
政
党
へ
の
投
票
を
呼
び
か
け
た
。
軍
首
脳
が
見
苦
し

い
介
入
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
、
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
は
優
勢
で
あ
り
、
民

主
党
に
一
〇
〇
議
席
以
上
の
大
差
を
つ
け
て
勝
利
し
た
。
同
党
の
勝

因
は
、
タ
ク
シ
ン
へ
の
支
持
、
赤
シ
ャ
ツ
か
ら
の
支
持
、
イ
ン
ラ
ッ

ク
へ
の
支
持
、
そ
し
て
反
タ
ク
シ
ン
派
へ
の
不
満
と
い
っ
た
と
こ
ろ

に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ラ
ッ
ク
政
権
の
不
安
要
因

　

イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
は
六
党
三
〇
〇
名
の
議
員
か
ら
な
る
連
立
政
権

を
樹
立
し
た
。
総
選
挙
先
送
り
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
反
タ
ク
シ
ン

派
が
総
選
挙
の
実
施
、
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
政
権
の
発
足
に
応
じ
た
意
義
は
小

さ
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
で
政
治
が
安
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

同
派
は
Ｔ
Ｒ
Ｔ
系
政
権
打
倒
を
虎
視
眈
々
と
狙
っ
て
い
る
。
過
去
二

度
は
、
黄
シ
ャ
ツ
が
先
兵
と
な
り
、
続
い
て
裁
判
所
が
政
権
や
与
党

幹
部
に
有
罪
判
決
を
下
し
、
軍
隊
が
最
後
に
登
場
し
て
政
権
を
交
代

さ
せ
た
。
今
回
も
同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た

だ
し
、
打
倒
能
力
は
少
し
低
下
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
黄
シ
ャ
ツ
は
動
員
力
が
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。
次
に
、

総
選
挙
無
効
や
与
党
解
党
と
い
っ
た
判
決
を
繰
り
返
し
て
き
た
憲
法

裁
判
所
は
、
総
選
挙
後
の
世
論
調
査
で
国
民
の
半
数
以
上
か
ら
信

頼
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
裁
判
所
は
自
傷
行

為
を
重
ね
る
こ
と
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
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　タイは伝統的な支配層が頂点に位置する階層社会であり、経済的な格差も大きい。相

続税や資産保有への課税も存在しない。

　1997年の通貨危機は支配階層の一部に深甚な打撃を与え、経済界の勢力地図を書き

換えた。新たな「勝ち組」の支持を受けて2001年に登場したタクシン政権は、経済

回復に努めつつ、大衆迎合的な政権公約を次々と実現していった。

　強い首相の登場に懸念を抱いた王室支持派は、05年に国王への敬愛を示す黄シャツ

を着用してタクシンの退治に乗り出した。参加者は変化を嫌う都市部の既得権益層が多

く、中核にはＮＧＯやマスメディア、背後には伝統的支配層がいる。政治姿勢は選挙軽

視やクーデタ容認である。

　赤シャツは反民主化策謀に憤る雑多な勢力の寄り合い所帯であり、タクシン支持者、

クーデタに反対する知識人、元共産ゲリラなど、階層や地域を横断している。人数から

いえば農村部庶民や都市下層民が多い。彼らは社会的不公平の是正や選挙政治尊重を求

めている。

　こうした現象の社会的な背景として、第一に、貧富差を残しながらも社会が全体とし

て底上げして豊かになったことを指摘できる。政治に関心を持ち、集会に出かける余裕

が出てきた。第二に、情報流通量が増えた。地域ラジオ局が7000余へと激増して、全

国一律で規制を受ける地上波テレビ放送や新聞と異なり、地域色や政治色の強い番組を

放送している。また、黄・赤双方とも衛星放送を開局し、集会生中継などで煽動を繰り

返した。インターネットや携帯電話の普及も重要である。

　民主化が黄シャツを登場させ、黄シャツが赤シャツを登場させ、弾圧が赤シャツを成

長させるというスパイラルが生じたのである。■（玉田）

赤シャツ・黄シャツを
生み出す背景

政府支持者と衝突する
「赤シャツ」の人々
（ロイター／アフロ）
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二
〇
〇
六
年
の
ク
ー
デ
タ
は
軍
隊
に
と
っ
て
重
荷
で
あ
っ
た
。
各
方

面
か
ら
批
判
を
浴
び
な
が
ら
、
負
の
遺
産
を
守
る
べ
く
介
入
継
続
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
〇
八
年
に
は
ク
ー
デ
タ
の
決
行
を
迫
ら
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
。

　

た
だ
、
た
と
え
政
権
を
倒
せ
な
く
て
も
不
安
定
化
さ
せ
、
憲
法
改

正
、
タ
ク
シ
ン
復
権
、
政
権
公
約
の
実
現
な
ど
を
阻
止
で
き
れ
ば
大

き
な
政
治
的
利
得
に
な
る
。
利
権
重
視
の
プ
ア
タ
イ
党
と
平
等
・
正

義
重
視
の
赤
シ
ャ
ツ
に
は
思
惑
の
ず
れ
が
あ
り
、
寄
り
合
い
所
帯
の

赤
シ
ャ
ツ
は
分
裂
の
可
能
性
が
あ
る
。
少
数
派
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
主
要
紙
の
論
調
を
支
配
し
て
き
た
反
タ
ク
シ
ン
派
は
、
こ
の
点

を
突
く
で
あ
ろ
う
。
首
相
に
兄
と
の
縁
切
り
、
プ
ア
タ
イ
党
に
赤
シ
ャ

ツ
の
切
り
捨
て
を
迫
り
、
赤
シ
ャ
ツ
の
内
紛
を
煽
る
の
で
あ
る
。

政
治
の
新
生
の
た
め
に

　

反
タ
ク
シ
ン
派
が
場
外
乱
闘
で
は
な
く
、
政
党
政
治
の
土
俵
に
上

が
っ
て
戦
お
う
と
す
れ
ば
、
贔
屓
の
民
主
党
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ

る
。
同
党
が
総
選
挙
で
勝
っ
た
の
は
一
九
九
二
年
九
月
が
最
後
で
あ

る
。
政
権
は
九
七
年
や
二
〇
〇
八
年
の
よ
う
な
裏
工
作
で
は
な
く
、

正
攻
法
で
握
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
主
党
は
南
部
地
方
で
は

圧
倒
的
に
強
い
も
の
の
、
そ
れ
以
外
に
は
首
都
と
東
部
で
競
争
力
が

あ
る
に
と
ど
ま
り
、
第
一
党
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
連
敗
脱
出
に
は

抜
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
辞
意
を
表
明
し
て
い

た
ア
ピ
シ
ッ
ト
が
再
び
党
首
に
選
出
さ
れ
た
。
下
院
議
席
の
半
分
強

を
占
め
赤
シ
ャ
ツ
の
地
盤
と
な
っ
て
い
る
東
北
と
北
部
で
、
彼
は

一
〇
年
の
流
血
ゆ
え
に
憎
悪
の
的
に
な
っ
て
い
る
。
党
首
続
投
は
、

第
一
党
断
念
に
等
し
い
と
い
え
よ
う
。

　

最
後
に
、
王
室
に
触
れ
て
お
こ
う
。
二
〇
〇
五
年
に
始
ま
っ
た
タ

ク
シ
ン
退
治
作
戦
で
は
当
初
か
ら
王
室
が
運
動
の
御
輿
と
し
て
担
が

れ
て
き
た
。王
室
の
政
治
関
与
や
政
治
利
用
へ
の
批
判
が
強
ま
る
と
、

不
敬
罪
の
適
用
件
数
が
激
増
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
王
室
批

判
へ
の
取
り
締
り
も
強
化
さ
れ
た
。
締
め
付
け
の
強
化
が
一
層
の
批

判
を
招
く
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。
一
一
年
に
庭
野
平
和
賞
を

受
賞
し
た
タ
イ
を
代
表
す
る
知
識
人
ス
ラ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
王
室
が
政

治
へ
の
関
与
を
続
け
よ
う
と
す
る
限
り
、
王
制
は
現
国
王
九
世
王
で
終

わ
り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
王
制
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、

象
徴
の
地
位
を
受
け
入
れ
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
タ
イ
の
王
室
が
世

界
有
数
の
富
豪
で
あ
る
こ
と
、
王
室
に
依
存
し
て
権
威
・
権
力
・
富
を

獲
得
・
保
持
し
よ
う
と
す
る
勢
力
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
王
制
を
脅
威
に
晒
し
て

い
る
の
は
、
タ
ク
シ
ン
や
赤
シ
ャ
ツ
で
は
な
い
。
王
室
が
政
治
利
用

に
釘
を
刺
し
、
政
治
関
与
を
自
制
す
れ
ば
、
政
治
は
安
定
す
る
。
諫

言
し
う
る
側
近
が
い
な
い
と
す
れ
ば
不
幸
と
い
う
ほ
か
な
い
。
■




